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第 4 章では，遠心転動造粒機内での粒子運動の数値シミュレーションを行っている o この計算によって実験では測
定が困難な粒子層断面内の速度分布を明らかにしている。また粒子層内の粒子速度分布は主な操作条件の 1 つである







































有用な結果を得ている o さらに少量の水分を含む粒子流動の数値計算手法を開発している o これらの成果は粉粒体工
学，流体工学および製剤学に寄与するところが大きく，本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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